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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本研究では、分子骨格に電子供与性と電子受容性置換基を含有する新規 Heptazine 誘導体を用い

た TADF 材料の開発に取り組み、その TADF 発光特性及び電子物性の両面から検討を行い、高効率

赤色 TADF 発光の実現と新規な n-π*遷移に基づく発光機構を見出している。これらの研究成果は、

今後の有機デバイス科学に関する研究に関して極めて重要な知見を得たものとして価値ある業績で

あると認める。 


